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す
く
す
く
育
て
子
ど
も
た
ち

一一易吋

J7A
ひ
ま
わ
り
関
新
施
設
完
成

!;饗義烹?熊穂穂暢J4糸』熱r担i融4魚h襲格毎京襲悪;ii!
藩3繕桜盤桜2議響辞轍砂寺.積種蟻砺盤g瀧獣獣gvF事禦'!ifil出i4 j 
=5完3日憲法を考える指民(J)集いー

日
本
国
惑
法
が
格
付
さ
れ
て
今
年
で

三
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

し
か
L
、
ニ
的
憲
法
的
措
神
は
役
会

が
公
定
す
る
と
と
も
円
い
お
れ
器
、
わ
れ
、

匂
フ
に
な
り
ま
し
た
ω

ぷ
問
問
般
的
特
い
命
を
同
暗
殺
に
L
て
ゑ
ま

れ
た
現
税
法
的
蕊
綴
者
今
、
}
そ
盗
品
制
桝
に

問
い
な
お
す
こ
と
が
必
擦
で
は
な
い
む

し
よ
う
か
旬
二
十
一
…
世
紀
を
日
同
様
に
し

て
、
世
界
で
は
多
〈
の
人
達
が
、
忍
び

よ
る
戦
争
的
影
に
挺
筑
し
、
一
反
戦
、
反

社
間
的
行
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
日
開
山
内

で
も
多
く
的
地
方
綴
会
で
‘
抑
協
…
比
八
擦
に

限
付
寸
る
慾
M
凡
没
総
閥
抗
な
ど
、
戦
争
‘

umv料
開
州
日
い
よ
ゐ
災
級
を
必
徐
行
い
料
開
ぐ
簡

が
山
蹴
り
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
や
然
た

ち
が
自
由
で
文
化
的
問
な
咋
一
一
前
中
品
換
を
総

持
す
る
た
め
に
は
平
和
と
い
う
与
と
か

絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま
す
の
中
品
切
片
山
記
念

日
に
あ
た
り
ま
し
て
、
も
ヲ
一
一
割
慾
法

際
書
記
感
じ
た
訓
練
、

指
導
を

m
同
月
十
ニ
ロ
M

〈
汚
〉
、
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ

i
ム
吋
ひ
ま
わ
丹
額
」
的

新
し
い
建
物
が
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
瞬
間
に
出
完
成
し
、
+
八

人
的
、
心
会
に
簿
警
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
毎
毘
逐
間
関
し
て
い
ま
す
ω

一珠口

Hm輔
倒
的
金
活
の
匂
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
す
く
す
く
と
伸
び
、

お
品
持
率
ん
告
は
じ
め
、
家
族
的
方
を
十
議
ば
せ
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
号
蹴
酬
の
一
関
告
紹
介
し
ま
す
の

んさ母おのなんみ今aw岳山ザ
ス
タ
ー
ト
は
昭
和
制
年

よ
「
ひ
ま
わ
り
爾
思
は
心
身
に
隊
出
現
口
の

h
h

あ
る
就
学
続
的
子
ど
も
た
ち
毒
導
、

を
捧
発
す
る
骨
粗
設
で
す
。

叫
翼
演
十
九
年
、
同
部
は
つ
つ
ヒ
荘

ゲ

内

に

方

1
ブ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

J
M
震
の
増
加
も
ど
に
官
、
以
く

E

み
じ
引
先
柑
惜
し
た
総
殺
が
緩
ま
れ
る
よ
う
に

げ
な
り
、
一
時
、
身
体
隊
機
縁
給
付
セ
ン

d

タ
;
に
向
仲
冬
れ
た
品
問
、
新
し
い
級
殺
が

今
年
内
向
月
に
問
問
問
削
し
ま
し
炉
、

笠
岡
月
一
一
…
。
名
の
と
ζ
ろ
に
、
議
在
、

内
稔
神
を
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
か
み

し
め
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
平

和
、
ど
市
民
生
活
J
V
与
旬
、
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
ど
事
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
字
。
V
羽
締
前
品
開
川
一
一
一
日
午
後
一
川
崎
恥
十

世
マ
食
磯
市
開
命
総
点
!
"
均

V
内
戦
・
綴
り
吋
お
も
り
地
議
・
徳

山
同
様
‘
品
W
機
市
問
問
問
時
一
氏

-
コ
ン
サ
ー
ト
削
減
、
き
た
が
わ

て
つ
(
第
二
羽
到
達
率
総
特
別
総
会

代
表
問
歌
手
)

-
講
演
「
平
和
と
態
法
い
講
師
、
筑

波
大
助
教
校
議
藤
栄
…
光
栄

-
映
際
、
い
い
ん
門
ん
を
か
え
廿
し

mw

フ
ィ
ー
ト
洛
動
制
創
作

-
パ
ネ
ル
糊
刷
ω

一棋

W
A
議
大
洲
町
一
線
、
術
品

掛
時
、
柏
町
線
戦
、
広
南
側
W
U
州制

マ
共
催
務
係
子
市
、
議
沖
慌
を
考
え

る
市
民
的
集
い
完
り
安
討
会

V
入
場
無
料

総
叫
押
湘
神
州
柄
、
附
賦
体
不
協
機
内
チ
ど
も
た

ち
、
合
わ
せ
て
や
八
人
が
月
間
嶋
U
M
か
ら

金
線
臼
ま
で
滋
開
闘
し
て
い
ま
す
。
切
で

は
、
七
人
の
然
科
坤
の
ほ
か
‘
誌
研
叩
約
紳

士
、
涯
学
療
法
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
隠
容

に
応
ヒ
た
指
導
や
該
練
を
行
っ
て
い
ま

す包
敏
い
っ
ぱ
い
の
閣
の
な
か
で
、

b
n
v

ま
わ
O
W
た
ち
は
、
す
く
す
く
と
成
長

母

の

麗

い

先
生
方
の
こ
の
…
年
織
的
議
か
い
つ

お
心
づ
か
い
、
ご
務
労
い
い
た
だ
総
蕊
ゅ

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
識

こ
の
地
に
移
り
仲
悼
み
、
配
引
い
予
を
日

持
つ
品
階
的
気
持
ち
は
期
間
七
立
場
に
あ

る
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
っ
て
い
た
だ

ιか

けれ
M

い
io
そ
ん
な
ふ
?
に
考
え
て

H

い
た
以
内
心
め
な
か
に
も
一
滋
一
路
作

が
過
ぎ
て
い
く
う
ち
に
ち
ょ
っ
ザ
ワ
創

で
も
明
る
い
品
ん
が
容
し
て
静
ま
し
た
。
的

毎
日
丹
念
緩
め
な
か
に
た
ど
、
稔
す
“

子
の
こ
と
だ
け
は
一
時
も
は
な
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
忽
時
械
か
な
自
だ

ま
り
の
な
か
に
紅
擦
の
咲
い
て
い
る

の
を
党
つ
け
て
、
お
花
お
花
」
と
手

を
搾
ば
し
て
笑
む
包
文
哀
の
と
き
等

除
分
的
好
き
な
も
の
緩
い
な
も
め
が

綴
裁
に
‘
ま
た
線
放
に
山
似
る
燃
に
も

な
り
ま

L
た
@
品
W
撒
怖
に
付
持
金
銭
…
z
け、

体
金
大
き
く
ぬ
か
し
ふ
持
制
叫
T
る
な
ど

稔
子
な
り
に
品
叫
U
M
し
て
い
る
療
な
は

た
広
い
庭
へ
山
山
て
議
び
ま
す
h

今
、
子

ど
も
た
ち
に
々
人
気
e

な
の
は
、
土
を

綴
4

た
小
さ
な
お
山
出
。
歓
芦
を
上
げ
て

絞
り
ま
す
a

身

の

諮

り

の

こ

と

お

々

か

が

ず

い

た

匂

主

で

す

。

ぉ

叫
州
事
ん
が
均
げ
3

ご
く
れ
た
お
弁
抱
一
は
、

や

品

主

唱

ユ

リ

竹

、

一

i
E
dム
4
k

ど
れ
も
が
幾
会
長
べ
ま
す
ぬ
こ
う
し

「
ひ
ま
わ
り
開
問
」
的
…
日
は
、
午
前
王
国
関
む
の
一
銭
が
終
わ
り
、
パ
ス
に
飛

十
時
、
聞
出
山
花
た
ち
を
乗
せ
た
バ
ス
的
判
判
っ
て
縁
っ
て
い
魚
、
ま
す
匂
子
ど
も
た
ち

主
唱
に
詰
ま
り
ま
す
事
笑
顔
、
元
気
な
顔
、
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
叫
ん
ら
〈
ち
ょ
う
も

そ
し
て
す
こ
し
ご
機
嫌
斜
め
な
顔
9

，
ec

が
註
さ
れ
ま
す
金
担
当
め
先
生
が
、
そ

寸
も
緩
い
た
グ
ツ
は
き
ち
λ
と
自
分
の

m
山
日
気
づ
い
た
こ
と
や

ケ
タ
然
、
子
ど
も
た
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
な
行
鮎
闘
を
、
掛
か
く

筏
ゃ
ぶ
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
肉
分
的
寸
総
人
し
‘
絞
殺
の
記
録

!
ク
を
凸
見
つ
け
て
そ
の
中
心
入
れ
ま
十
九

議
燃
え
が
始
ま
り
ゑ
寸
Q

ニ
れ
も
淵
制

終
的
び
と
つ
で
す
む
で
も
ち
ょ
っ
と
は

先
生
的
事
を
一
係
り
ま
す
が
台
2

、
軒
え

た
子
か
ら
よ
ね
議
ぴ
u
o

ボ
!
"
ペ
オ

モ
チ
ャ
、
一
一
正
気
良
す
き
て
先
生
に
し
か

ら
れ
る
子
も
や
は
り
い
ま
す
。
寸
お
か

た
づ
け
」
は
先
生
の
駄
に
合
わ
せ
て
良

分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
σ

ゐ身

内
附
凶
り
め
と
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う

μ
々
が
‘
こ
の
倒
的
料
相
湖
特
段
燦
m
U
3
k

み
ん
内
い
で
あ
い
草
つ
を
一
行
い
、
ゲ
i

ム
や
欧
に
仲
村
り
ま
す
d

お
十
火
災
が
良
川
村

民
ば
、
一
郎
ク
口

1
パ
i
に
お
お
わ
れ

友

だ

ち

が

た

く

さ

ん

で
き
ま
し
た

問
問
同
月
二
ナ
一
一

n
h本
)

こ
と
し
一
一
目
曲
目
的
母
子

話
相
総
保
管
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
鋭
利
総
設
に
は
も

ザ
シ
/
ク
ミ
ラ
ー
を
述

カ
仙
川
じ
，
T
ど
も

。
、
が
と
っ
か
と
つ
め

品
関
与
を
、
お
株
さ
ん
た
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緩
い
々
欲
的
み
つ
か
ら
な
い
総
捕
時
幾

入者
総
替は
三二 ぞ
千円
IIJf呆

城署
め活 lニ
持 k、
ニニ L r . JlII. 
IIJ tl 
を喜茸，孟窪する

ハM
d

ん
パ

i
人
材
中
ぃ
シ
タ
l
w嶋
村
山
問
機

助
ふ
別
総
務
的
労
働
に
よ
ま
い
患
い
が

い
向
上
向
た
め
に
一
千
ん
八
百
五
十
万

R
b荷
助
し
ま
す
り

。
述
所
福
祉
作
業
所
運
営
賀
補
助
・
誇

害
者
的
リ
ハ
ビ
リ

l
テ
!
シ
ョ
J

め

場
と
し
て
丹
治
に
連
強
寸
る
た
め
に

チ
一
…
百
万
m門
ふ
官
補
助
し
ま
す
も

日
脱
線
被
災
お
礼
待
合
↑
日
万
悶

む
糸
川
的
…
時
校
倉
内
川
付
級
品
滋
ト
関
巧
開
門

を
け
縮
会
へ
統
制
し
ま
す
ω

…
時
め
い
い

生
品
川
質
的
わ
れ
附
り
肉
万
に
一
件
五
万

m
円以

h
十
万
円
以
内
で
融
資
?
る
が
て

鴻
妨
費
un六
億
二
千
九
否
万
m門

十
万
都
市
と
し
て
先
災
予
紡
お
よ
び

鈴
災
体
制
わ
え
分
笠
備
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

。
火
災
予
防
:
化
時
十
d

消
防
ポ
ン
ア
内
科
鈴

市
中
二
門
的
人
九
本
務
へ
絞
綴
}

小
削
γ
ポ
ン
ブ
品
開
戦
琳
崎
明
人
…
開
閥
h

…び

と
消
防
間
山
線
開
針
縫
鳴
を
談
後
、

(
第
十
分
問
、
第
十
六
分
附
出
、
務
上

七
分
間
、
第
十
九
分
間
出
に
そ
れ
ぞ
れ

配
備
し
設
置
の
予
定
)

。
救
急
活
動
i
説
会
持
動
車
台
出
納
入

(
っ
く
し
野
出
張
所
に
必
然
~

む
一
災
線
対
策
非
業
文
一
カ
ン
ハ
シ
五

千
九
凡
〉
柑
糊
人
総
併
時
総
統
制
制
裁
L
3
カ
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(2) 

第
二
密
議
波
大
学
・
我
孫
子
市
ジ
潟
イ
ン
)
・
・
--F--

1 ~1銭 5 会 i

係
千
二
ハ
八
問
教
脊
委
員
会
品
市
民
別
融

V
問
問
い
合
わ
せ
市
史
掛
さ
ん
皆
川
勢
八

ぃ

ι
!
一
一
間
八
一

wv
主
催
筑
波
大
学
、
数
抑
制
議
災
会

骨

内

容

と

総

額

。
斑
月
一
一
十
穴
総
絞
殺
子
的
経
由
民
と

由
然
f

労
加
問
殺
が
仇

品MM
穴
絡
む
四
回
代
何
m
f
的
地
形

i
泌
m制

緩
氏
、
ゎ
府
代
市
爪
閣
と
我
M
m
T
J井
上
友

綾川氏
務
大
関
月
九
回
H

我
孫
千
円
向
田
山
山
崎
J
火
縦

波
滋
氏
、
中
世
め
我
孫
チ
開
総
帥
削
除

。
六
月
十
六
自
制
苧
附
抗
議
的
関
お
と
利一

桜
川
|
山
本
波
ぷ
氏
、
災
後
約
税
制
帆
と

令

受

絞

殺

市

内

ミ

ロ

ク

依

仰

|

榊

品

開

制

緩

氏

'
V

醐
期
間
同
五
月
一
一

f
六
H
か
ら
む
同
月
七
お
六
月
一
一
十
一
一
一
隠
れ
R
K殺
懇
子
短

日
ま
で
抑
制
吋
湖
水
眼
目
(
ヒ
凶
)
相
階
的
総
得
l
総
本
袈
裟
雄
氏
、
江
戸
文

V
時
機
午
後
六
時
か
ら
九
時
ル
ル
と
約
締
的
議
路
地
方
芳
賀
張
氏

V
嶋
崎
開
閉
市
民
会
総
大
会
議
室
一
級
大
mn
塁
。
箆
都
市
化
と
殺
孫
子
l

v総
邸
間
一
路
名
制
必
英
我
氏
、
返
却
神
経
常
惜
と
燦
村
山
時
泌

V
優
品
購
料
二
千
五
一
日
間
門
〈
七
出
問
分
〉

l
山
F
雄
三
氏

V
受
講
資
格
世
間
絞
殺

N

M

K

O

七
月
七
昆
成
路
線
今
校
i
z火
液
晶
湘

V
申
込
方
法
ハ
庁
々
に
免
税
、
氏
名
、
也
氏
、
大
庇
郊
の
湖
時
文
学
;
不
燃
敏

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
我
孫
子
液
晶
叫
夫
氏
(
日
山
間
後
一
続
的
特
人
口
も
あ
り
}

講
座

参
加
し
ょ
っ

チーマ

我
議
子
の
自
然
と
文
化

i
地
方
史
の
創
造
の
た
め
に

筑
波
品
傘
と
我
孫
子
市
が
一
宮
イ
ン
ト
し
て
の
、
第
二
回

e
筑
波
大
学
公
燃
機
綴
#
が
、
一
奈
月
二
十
六
白
か
ら

tn

富
ま
で
七
開
聞
に
わ
た
っ
て
、
窓
会
議
で
行
わ
れ
ま
す
e

議

の

す

l
?は
吋
我
孫
子
の
暴
と
文
化
」
で
す
b

意
核
的
な
お
開
成
田
俊
夫
、
ん
の
勢
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

附
脱
鰍
納市民搬

五
月
一
一
十
六
惑
か
ら
七
回
に
わ
た
っ
て

公た
前
年
暮
れ
に
品
川
わ
れ
た
務
…
日
出
笈
な
ど
め
肉
同
然
、
地
織
の
テ
i
?
や
「
大

涜
波
大
時
中
八
み
約
機
器
、
大
好
評
の
う
ち
豆
銭
高
齢
文
学
い
と
い
勺
た
文
学

作
に
斜
わ
り
ま
し
た
町
市
民
的
皆
き
ん
め

i
で
そ
し
て
二
都
市
化
と
務
部
F

ナい

年
後
い
後
綴
ぞ
い
た
£
、
五
月
か
ら
降
び
、
吋
滅
的
組
終
撃
し
f
4
農
村
改
造
」
な
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税

J

W
肌
波
大
学
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孫
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士
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1
3
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別
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触
れ
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よ
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サ
し
た
第
二
間
関
包
め
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開
閥
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史
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総
合
間
附
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を
盛
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込
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匂
一
鞠
広
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応
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機
し
ま
す
e

認
し
て
ぷ
紙
波
大
和
公
開
問
皆
さ
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町
娘
待
に
こ
た
え
る
よ
う
な
議

講
座
我
孫
子
的
除
然
と
丈
化

i
総
労
連
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
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史
的
創
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屈
の
た
め
に
H

初
一
一
阜
の
郷
点
取
締
十
抑
制
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タ
ベ
で
、
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今
時
闘
は
、
校
総
予
告
中
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開
周
辺
葱
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な
り
と
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こ
さ
れ
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は
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の
絞
殺
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シ
リ
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の
縦
長
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が
で
し
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う
か
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予
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刊
孫
子
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淡
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石
造
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開
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指
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賄
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刊
の
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石
造
物
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た
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へ
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好
鮮
で
し
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外
じ
も
叩
桁
升
謀
れ
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一
指
を
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
の
照
会
問
問
議
総
や
火
学
内
附
綴
織
で
出
陣

外
的
人
々
に
、
我
孫
チ
の
地
域
文
化
を

綴
り
か
け
て
い
ま
す
E

き
て
、
守
度
出
さ
れ
る
『
金
滋
党
問
納

付
ど
位
、
市
内
に
点
校
す
る
e

泌
総
な

ど
を
、
あ
ま
ね
く
緩
め
、
機
縦
し
た
も

丹
で
Z72
蹴
干
拓
問
先
人
た
ち
が
、
そ
的

告書

時
お
り
の
殺
り
を
鼠
遂
に
伝
之
本
す

と
省
に
刻
ん
だ
桁
駁
が
、
解
体
ヘ
ニ
め

本
町
一
ペ
ー
ジ
、
…
ベ

1
日
ン
ハ
い
よ
み

が
え
り
ま
す
ロ
本
総
合
ゃ
い
い
取
る
人

々
の
腕
じ
、
党
人
内
紛
り
が
毛
つ
し

て
い
担
え
ら
れ
て
い
〈
こ
と
で
し
ょ
う

品
用
品
弘
‘
ぺ
川
崎
口
口
料
相
悶
附
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吋
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勝
恥
的
斡
弾
i
i
j
E
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し
「
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総
N
U
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に
的
批
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さ
れ
た
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市
内
に
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つ
戦
争
組
合
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時
的
銘
文
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多
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mm介
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札
、
あ
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た
め
て
一
絞
め
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々
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、
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代
的
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争
k
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純
で
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っ
た
か
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戦
争
犯
念
碑
か
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叫
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が
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と
る
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め
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‘
な
に
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け
い
り
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亡
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し
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ぷ
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文
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“
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泣
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た
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械
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ず
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U
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史
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円
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泣
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ま
す
。
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郷
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史
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五
期
)

と
中
絞
殺
議
出
明
〈
築
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滋
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史
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史
輔
さ
J
片山準九時
M
e
A
ぷ

;u
一

問
問
八
こ
ま
で。-m史
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狩
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絡
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中
役
史
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康

V
録
時
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部
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来
年
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月
ま

で
の
一
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然
一
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日
総
務
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か
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投

史
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会
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え
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キ
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i
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付
制
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い
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住
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皆
さ
ん
芝
川
淵
し
ん
W
う
た
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に
問
問
か
れ
た
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で
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一

両
日
合
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せ
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皆
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刻
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て
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い
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憾
に
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え
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熱
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ま
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l
建
立
許
証
に
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、
仲
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約
九
附
殺
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一

す
る
た
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の
伎
災
絡
会
と
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計
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一

検
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す
る
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阪
総
)
山
総
総
勢
自
民
会
め
設
一
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に
つ
い
て
綴
燃
が
あ
り
ま
し
た
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仲
間
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か
ら
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ニ
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に
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、
呉
体
的
な
方
一

ル
訳
、
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仇
は
や
行
政
的
役
割
に
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い
て
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一

家
評
ま
な
意
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が
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さ
れ
、
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園
、
総
…

一叫んテ
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と
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て
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間
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代
後
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安
問
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こ
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し
れ
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V
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の
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せ
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収

セ
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1
1
1
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一
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築
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十

泊
目
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土
)
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百
一
日
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そ
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孫
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一
一
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小
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レ b に 鎚後℃ふか符[jl'新う ん
心設かこ総r すとかつは rn毛色きまがブ関
つえ iすれえとが。わたどの寄り凶を)j
たまてかを 、、可会主義長国的 制。Jー
とす幾らす一千八 x.. HJjずはえに々時をコト
ニ ω 建定地るの気段 、 、た 、田"青行て眼j
.7:; f本はとが小突良 i立 Jt不もに才梢 ‘い久 g
でみ桶 1111りけ大気滅的f1はま寺(
すは IJIル誌にれ安良どでヒ利とし君主土
令、 tiflヂん WIl;iでくっすえ1" んたの)
出えシで 1守ぞ誌 ffた"'1的ど"や
制的ウ L をめがつ天背のも鱗 111尚一
え Ji;えイ又ヱニ縫いた続的飴と総 省幹内
向磁めがいとに機を‘と 必で
後1¥11タ て}くんのもで伝オヒい 草ト



務総寺

i
教
室

パ
レ
ド
ポ
:
ル
教
室

V
琵
醐
惜

5
月
間
日
{
日
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議
潟
、
午
後
1
時
か
ら
3
時

(
5
問問)

V
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脳
間
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一
一
…
小
体
育
綴

V
纂
線
人
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入

V
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務
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5
0
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申
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方
法
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数
葉
、
仲
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、
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月
間
日
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市
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委
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会
体
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限
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。
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…
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叩
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離
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付
‘
午
前
ad
時

試

合

総

数

、

V

会

場

中

央

公

然

総

予

志

議

官

鳩

鋭

で

は

、

5
m
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Y
ン
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さ
ん
を

シ
ン
ク
ル
ス
一
一
部
(
初
心
者
)
対
象
に
、
名
部
門
的
特
別
技
能
議
務
会

V
参
加
費

3
0
8
m門
を

閣

僚

し

ま
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岡
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e
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叫
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滅
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叫
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岬
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叫
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仲
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磁
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岨
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組紙袋やダンボール絡をゴミ入れに使用し牢いでください。

幽プラスチッ夕、縫、 ;iム〈ずは、家庭ゴミ的誌に出 Lてく 1:さい。5月時6月砂ゴミ収集日程表
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なりますので収集言語目

線8時30分までに
ビニール袋tこ入れて

名殺を饗き決めもれたステ

叫シ選ン{二織してくだきい

家
葉
、
コ
ミ
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年
金
で
築
く
豊
か
な
老
後

(4) 1:)82. 5 

おイ士講義が後えられた方I主、

加入する年金総盟主も変わ丹ま守珍

関い合わせは護{長年金諜年金需

れ
た
人
は
、
間
年

i
h帥
牟
に
山
見
山
糊
)

納
め
れ
ば
、
日
織
か
ら
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
旅
人
の
手
持
就

き
が
遅
れ
る
と
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

滋
去
に
抽
出
的
年
金
制
度
に
い
出
入
し
た
、
」

と
も
な
く
持
歳
以
上
に
な
っ
た
人
は
、

ふ
れ
か
ら
知
人
し
、
か
か
事

γ保
険
料

を
納
め
て
も
mw
絞
ま
官
い
い
間
年
内
納
付

欄
期
間
が
な
い
た
的
、
送
臥
脚
年
金
が
受
け

あ
な
た
は
、
国
民
年
金
に
綴
入
し
て

い
ま
す
か
。

国
民
年
余
は
、
琢
生
年
余
、
へ
共
済
制
組

合
等
に
加
入
し
て
い
な
い
幾
林
漁
傘
、

総
況
業
、
サ
l
ピ
ス
殺
な
ど
の
雨
時
殺
叫
拠

品
物
と
そ
の
波
紋
的
必
的
内
部
脅
紛
制
燃
で

す
。
際
時
中
部
点
滅
な
ど
、

抽
陥
的
部
余
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
却
設

か
ら
日
銭
ま
で
の
人

で
、
圏
内
に
伐
所
の

あ
る
人
は
、
す
べ
て

加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

泌
氏
年
余
に
加
入

し
、
係
協
慨
料
脅
判
ω
紙，

以
上
〈
問
削
粕
5
和
十

4

n
l割
以
州
削
に
愈
ま

ち・也

、ーびあ

ら
れ
ま
せ
ん
。
ニ
の
よ
ろ
な
こ
と
む
な

ら
な
い
よ
う
、
却
設
に
な
っ
た
人
‘
厚

生
年
金
な
ど
一
他
的
年
金
制
度
を
や
め
た

人
は
、
す
ぐ
に
お
民
年
金
加
入
り
ヂ
作
就

き
を
i
て
く
だ
幸
い
。

な
お
、
今
年
か
ら
外
闘
終
的
人
も
日

本
人
と
約
機
、
総
終
結
T
放
加
人
的
援
が

間
関
か
れ
て
い
事
す
。

昭
和
好
年
度

消
防
毘
役
員
・
分
団
長
名
簿

不審な

i自失器媛売に
ご注意

一
本
町
一
禍
火
山
時
が
火
災
h
f
ι

防
い
だ
例

は
倣
多
く
あ
り
ま
す
勺
各
骨
子
織
に
拙
間
火

殺
を
液
か
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
と
い
う

法
的
一
繊
約
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
抑
制
糊
端
的

火
仰
れ
ん
め
い
は
、
州
問
火
肌
慨
は
ぜ
が
と
も

必
擦
な
も
的
で
す
。
城
間
続
本
畿
で
は
も

前
町
内
会
や
駒
治
会
な
ど
で
染
織
柚
購
入
品
り

希
望
が
あ
れ
ば
、
業
者
を
総
合
し
て
い

ま
す
。最
近
、
止
の
よ
う
な
捲
火
器
売
り
が

多
〈
な
っ
て
い
ま
す
。

ぷ
出
防
署
か
ら
た
め
ま
れ
て
棄
ま
し
た
L

「
本
山
胞
に
も
摘
火
綴
を
縦
く
ニ
と
に
、

…
持
崩
蹄
年
金
券
、
受
け
て

い
る
人
が
、
閣
制
叫
叫
附
欄

を
縫
出
す
る
時
織
で

すむ
こ
め
糊
刊
淡
抑
制
は
、

み
を
た
や
府
県
議
的
状

況
な
ど
い
い
後
泌
が
な

い
か
を
綴
か
め
、
引

き
緩
急
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
み
る
大
出
切
な
手
続
き
で
す
e

も
し
、

議
山
田
し
な
か
っ
た
り
、
遂
れ
た
り
す
孟

と
、
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
開
門
年
余
的

支
払
い
が
み
ん
め
ら
れ
ま
す
め
科
¥
必
ず

期
限
ま
で
に
問
機
お
し
て
く
幻
惑
い
網

V
岨情巾開制開銀

5ω
丹
波
時

曹
叫
晴
山
嗣
仲
畑
附
側
部
開
年
余
綴
部
品
点
州
開

旅
6

列
車
問
中
で
は
、
年
金
田
相
談
や
の

ど
自
没
を
、
ホ
テ
ル
で
は
寸
生
き
が
い

に
つ
い
て
の
議
淡
や
淡
抽
出
、
浅
才
、
歌

級
品
開
等
的
地
明
地
討
を
一
端
し
み
ま
す
。

間
闘
附
同
年
余
め
い
胤
入
品
哨
や
受
ト
帆
印
刷
鳴
は
も

ち
ろ
ん
、
…
品
械
の
ふ
々
も
務
総
ぞ
静
ま
す

の
℃
、
ふ
る
っ
て
と
務
総
く
だ
さ
い
。

V
期
段

6
n
u日
(
念
)
か
ら
い
州
出
口

(
同
月
)
ま
で
の
2
治
3
白
羽

V
質
問
問

2

一H8
3
8
0
m
m
(
線
北
訳

布
依
鋭
か
ら
来
事
的
場
合
)

V
問
い
合
わ
せ
滋
北
開
凱
宮
同
開
2
0
1

5
、
布
佐
叡
問
問
2
6
3
0

テ
レ
ビ
防
災
教
室

そのときあ立たは?
…〈らLの中の防虫→

なぞんじですか?
一防災ミ二百科

正i辰己時

5
R
n
z
g
か
ら
7
E
U
ま
守
は
窓
法
ら
凶
民
的
向
付
闘
な
ど
を
際
殺
す
る
後
日
出

週
間
同
で
す
a

慾
法
官
諮
問
削
に
あ
た
り
、
も
持
っ
て
い
る
の
で
す
e

憲
法
が
重
要
な
吉
郎
総
と
し
て
訴
汚
し
こ
の
よ
う
な
役
口
討
を
持
つ
法
的
下
に

て
い
る
「
法
の
支
部
臨
し
に
一
|
」
お
い
て
ニ
そ
、
す
べ
て
的
弱
川
氏

い

て

考

え

て

み

ま

し

ょ

う

お

て

一

三

ざ

志

し

て

喜

主

雪

え
吋
、
安
じ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
お

迩

竺

ょ

う

し

た

よ

と

か

ら

、

必

令
竺
窓
際
吹
主
義
重

問
中
に
お
い
て
は
欠
〈
ニ
と
め
で
き

灘

?

な

い

襲

穫

量

と

主

て

法
mm
一
い
ま
す
a

蛍
同
榔
話
一
国
民
円
以
と
り
U
と
り
が
、
両
日

一
ら
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
も
法

を
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
寸
法
的
支
配
し
は
気
A
L
な
も
の

に
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
二
欽
約
淡
〉

~食号思案書翁 (t現況腐を出しま L ょう

そ
こ
で
.

8
種
的
公
的
年
金
制
度
内

務
人
搬
出
同
や
保
険
軒
納
付
済
期
間
を
つ

な
い
で
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間

を
災
た
せ
る

4う
に
し
た
の
が
、
年
余

将
司
埠
露
齢
制
市
棋
で
す
。

間
例
制
同
部
品
艇
と
抽
出
的
公
的
年
余
を
つ
な

い
で
部
品
講
を
受
け
る
機
A

慨
は
、
閣
総
部

品
識
の
紬
相
好
機
問
問
と
織
的
公
的
州
都
合
制
絞

め
総
入
制
期
総
支
詳
が
‘
胤
則
と
し
て

務
部
以
ふ
に
な
れ
ば
‘
そ
れ
ぞ
れ
的
制

度
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
s

暗

留

叉

年

金

淳

書

蔓

ー

一

韮

自

治

時

茨
在
、
年
金
制
度
は
国
民
年
金
や
厚

E
漏
出
佐
治
得
持

Fh住
民
作
」

生
年
金
、
船
員
保
険
、
各
種
共
済
組
合
た
と
え
ば
‘
右
図
的
よ
ワ
な
場
合
、

な
ど
8
緩
め
公
約
年
品
品
開
度
に
八
甘
か
れ
約
付
抗
議
湾
公
許
が
部
年
と
な
り
、

で
い
ま
す
，
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
で
は
、
受
給
紐
慨
が
臨
時
生
し
事
す
。

年
金
を
受
け
る
の
に
一
銭
的
加
入
期
総
寸

i
i
i
i
i
i
i
l
i
-
-ー

や

護

禁

容

商

事

務

と

し

て

…

嶋

崎

況

綴

奈

い
る
た
め
、
機
織
を
か
え
い
く
つ
か
的
一
出
し
・
ま
し
ょ
う

統
金
総
授
に
知
加
入
し
た
人
は
、
一
ウ
的
『

制
問
澄
だ
け
で
は
知
加
入
棚
制
限
が
一
聞
く
、
年

5
nは
同
盟
問
問
年
金
め
隊
官
官
草
食
、
母
の
り
か
え
な
し
め
直
送
部
門
事
に
よ
る

金
が
雨
宮
げ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
悲
科
高
原
と
新
臨
時
の
努
ケ
埼
姦
滋
へ
の

=
=
=
=
謹
芸
言
主
主
主
主
主
三
一
霊
霊
祭
至
福
一
掃
さ
さ
主
主
主
豆
一
一
三
塁
三
至
筆
答
空
協
密
獄
窓
お
E

お
霊
認
孟
お
量
議
事
詩
罷
隷
属
察
結
窓
罵
罵
察
烹
黛
罵
蕊
議
笠
暴
溢
霊
震
溢
Z

法
律
で
決
ま
り
ま
し

こ
の
ほ
か
に
も
、

不
織
と
総
わ
れ
る
械
情

火
機
嫌
り
が
wmた
時

は
、
代
金
を
払
う
践

に
消
紡
本
線
に
ご
迷

絡
く
だ
さ
い
。

各
州
附
人
が
勝
点
γ
気
ま
ま
に
齢
制

る
鈴
う
潟
市
附
明
、
は
あ
り
ま
せ

ん
。
法
は
、
制
院
中
思
決
…
緩
め
品
問

機
で
あ
る
鏑
人
的
由
同
由
的
共

存
を
内
閣
る
上
で
葉
出
首
会
役
同
出

を
持
っ
て
い
ま
す
a

と
間
関
碍
に
、
万

一
、
国
家
権
力
が
不
当
に
行
出
世
さ
れ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
る
月
間
お
か

b
b切
ホ
M
M
n
y
hる
導
路
弘
明

i
h
h小
心
z
b
P

4
A
u
w
d
d
・-4''rud品川、
.
a
p
益
島
暫

m

志

向

ゾ

い

批

一

中
部
太
存
人
以
鯵
畿
を
悌
織
と
る
い
よ
守
、
ら
3
1
W
5
9
7
3
m門
的
災

し
に
、
総
弊
各
隠
と
乎
を
綴
り
合
っ
叫
酬
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
診
今

て
a活
動
し
て
い
る
奉
仕
凶
山
崎
怖
で
す
a

年
も
皆
さ
ん
の
線
慾
で
、
大
き
な
成
祭

み
十
字
が
行
う
事
業
め
は
椋
輔
踏
め
は
と
が
得
ら
れ
る
よ
う
‘
ご
協
力
を
お
開
閉
い

ん
ど
は
、
皆
さ
ん
が
毎
年
3
0
0
m門
し
ま
す
"

以
上
納
め
る
投
資
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
亦
十
字
校
は
‘
間
協
線
赤

土
主
一
関
と
し
て
、
飢
え
L
ふ

い

に
恋
し
ん
で
い
る
東
ア
フ
リ
カ
的
総

限
内
に
、
数
滅
的
手
を
綴
し
め
べ
て
い

ま
す
。

5mは
品
仰
や
守
加
地
齢
制
W
付問問で

す
。
…
人
で
も
多
〈
お
十
字
牧
師
舟
に

知
加
入
し
、
赤
十
半
導
ゆ
識
に
参
鎖
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
戦
い
し
ま
す
。

な
お
三
昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
務
方

ぬ表宇重手め喜寿災喜謀総で

お嵩かけ誌、お欝ちさんへ戸かけて
警ttlHニ新緑色Fあ山れ.いよいよ来的シ…ズンですー旅
行iニハイキングにと家骨留守にする機会が多〈なりますが

次的こ1:1ニ主主主主し、 P本

260 
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第5S7号

<6bCD 
浴イド

、，険
、岬びあ

すこやか 二主総
評赤ちゅ~

...柳瀬痘事録〈必ゴ
(っくし聖，-1議鈴侭

絵で文化交流を

て
ま
だ
ら
、
下
函
は
ん
料
、
嚇
は
然
、
脚

は
詫
オ
リ
!
ブ
色
、
ス
ザ

i
L・4mmで

人
が
近
づ
く
と
、
ピ
ソ
ピ
γ
ピ
γ
」
と

/
訪
問
椅
併
は
内
滞
在
似
し
て
然
び
蕊
ち
、
そ

の
時
、
機
内
向
さ
が
包
立
ち
ま
す
G

一

内
務
時
目
的
ン
ギ
で
旅
鳥
、
春
日
目
的
綿
一

縦
波
り
の
途
中
、
沼
地
、
河
川
、
浴
ろ
一

本

簡

単

芝

日

比

ら

れ

ま

す

砂

一

間
関
月
下
旬
か
ら
沢
u
月
中
旬
閣
ま
で
耕
一

さ
れ
た
本
閣
を
液
晶
品
す
る
と
ム
ナ
グ
口
一

や
キ
ョ
ウ
ジ
戸
V
ギ
絡
に
ね
っ
て
見
ら
一

れ
ま
す
“
量
級
王
少
数
愛
、
し
て
一

い

ま

す

。

一

三
-
者
向
文
官
同
僚
壁
一

身

体

重

義

枝

セ

ン

タ

ー

の

雲

不

寝

室

方

に

人

に

つ

き

出

世

が

郵

送

さ

れ

そ

…

早

期

発

議

報

談

パ

か

キ

が

配

付

金

時

れ

ま

す

'

V

問

い

合

わ

せ

を

ぬ

…

柏
公
設
積
場
の

ι

発
漆
に
附
川
緩
め
島
る
予
約
療
脊
は
、
身
体
脇
陣
霧
潟
議
後
後
補
州
議
鮎
酬
に
ら
な

最

終

わ

れ

る

ほ

ど

効

果

が

上

が

る

み

‘

義

的

。

薬

撃

者

室

内

方

に

見

学

会

也

管

行

い

ま

す

一

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ

i
で
は
、
ハ
が
々
が
鮫
川
町
長
C

れ
ま
す
。
市
て
は
、
物
倒
モ
ニ
タ
ー
の
冠
制
仙
波
地
…

開
中
間
緩
和
議
談
を
は
じ
め
ま
し
た
の
で
、
茎
終
日
的
対
議
震
皮
肉
身
体
他
窓
口
事
学
長
号
、
約
市
公
設
市
場
的
見
学
…

ぶ
斜
線
く
だ
さ
い
。
コ
刊
朝
ま
た
は
二
級
)
何
万
で
約
九
相
会
移
行
…
い
ま
す
a

物
価
に
山
関
心
の
あ
る
一

V
対
象
泥

0
設
か
ら
3
級
ま
で
の
段
目
別
年
4
汚
1
E夜
夜
満

6
級
以
上
め
持
活
小
々
は
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
〈
だ
奇
い
。
一

や
耳
、
手
口
止
め
苦
闘
出
な
チ
0

・v申
込
芝
居
と
蜘
期
間
間
泣
く
の
総
一
間
同
時

V
E
H
時

5
例月門
u
n
M
(
水
)
ん
添
削
9
時
小
川
…

知
恵
遮
れ
、
ニ
と
は
め
巡
れ
、
発
達
に
身
体
出
陣
答
者
千
紺
献
を
品
物
市
し
、
級
定
一
分
市
役
所
組
制
緩
合
一

に
問
問
附
園
内
あ
晶
子
肉
用
紙
〈
綴
織
泌
ま
た
は
誠
一
紙
袋
に
あ

V
参

加

入

鎌

約

交

(

参

議

)

一

マ
槻
鞠
削
減
筑
波
大
学
心
身
障
害
学
系
り
求
、
す
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部総綾子会唱漣盟主舎6掠

[杢雪堕E墨画委]
我孫子治総量義務で{手、主主主義子フ

ィルと合際で、 71'寺沢日〈臼)j'桓
鴎コンサート毛主総務密売'0合唱fllI
に草書してい主主しトザ険0)1:5々 のお演

、童書緩いたします。

...幾資念頭重〈男声，主主主詰〉護主主主iま

フィンランディア〈シベツウスL

Pイ…ダマl凝の援の会議J (ヴ

エiLアィ)*i議事喜子号ffi]j';t話先生-
c合I砲撃襲警翌 51'ヨ2、9臼〈日〉
午蕊9き毒30分工的経で、 51'司

238(8)午後総評寄初分から9草寺ま

で、以上場務<ti1i総会車窓大会議黍

61'ヨ6、旬、 20日く日〕移譲09湾

総分からiE午まで、毛髪滋!法務3主的

i1if誌な:ンター

惨ft~搭若宮署警 護主主31iJ:Pヴヱベルム

コJLブス〈宏一、'yp)レト〉、き畦し

き望書きいナウく三ヨハッシュトラつ

ス〉象主主導要事総主霊祭然気

総合間練習8 5Fl7、148C金〉、
そう向付包(金〉、 238C1J()、7汚
98 (金〉と子高言9善寺ぬまま1J

正守さまで、尊重萩はあ主主食露首芦会

議書霊 祭泌ご希墾I革、簡機童話題議!と

おいYごく去ささきるか、まだはっ務へ

どち懸いさきず)t~ください。

本w下宮i主 673、富吉村官邸る858

査亙-傘型塁塁l 輸で依然倒級制酬
砂正王将 5Fl16Eヨ〈お〉午後1憾 の防総事凸ぷ絞殺いを、 6悶1ヨか

かわ39寺3(百号〈人語重要草孝司〉 ら際主きするとt二になり、だださきお

惨袋詰奇 rちE立会主書il¥--Jレ 手号司寝込ゐ埋ま受付していきす。

険機車種 襲警告話毒事号先生〈欝~îILじ持;jき近〈の劉際関へ防護語、喜霊童空襲?

念日本合唱量豊富費要望警護〉 議議議および震妻子10)波支言受信料の

ffiP号8つのf当時書飽1:1演奏毛まるd' 徴収証をご持参oぞうえお綴込み
だ、高B軽量「自の合詩書殴ra望事J G号館 く主ささEい。
持演奏ガありをま診〈さき自午高iJ1α跨 炉問い会かせ慰霊議官82-()()()1

ぬ分から支払の最襲警還を公開 1降緩φ91¥コ震景J務自主2鯵3
同し浩わな出下州側、 i努滞納視し1ましょ
若草村桂134イ佼l58

園陸記輔副蝿回~-ì
判別.~，.ミl-~ヲヲ X嘱欝溜齢数鵡畿!
アルプスめすばらしい大自然的

なかで、ナチ・ドイツ再侵略に会

い、自員?と乎弱者求めて短凶を透

れゆく人々の愛と磁気をうたいあ

げた感動的名作。

アカヂミー賞を 5缶nUjさま繋 F

事君臨作・襲益事基 ロパ ト・ワイズ

ホ出演ジ~'i …‘アンド')

ス、クリストファ…‘プラマ

*上映霊害総 2終総50分

*字事事ス-11-
...B喜寄 ら丹 9臼((])午後l時

。華麗り霊賢官i，*，

離方ラ官山畑氏
{官J'(イヲ*冷険機*11スコン
G 家主Tーブントー/主ター*ダ

ブ凡/て、ツド*星雲総合判革綴安時

弾薬いす本ベピ-tざんすネ主主ん
219*a"量る本義宛11ス総務ね
ぎ土日1;ヴし量筈*議y;ヲイブ宰黒板
¥i ⑩縫ってください⑮
h再三*ズILt1ごY家ごご険代ッド*ミ子

!三iども筒食感いゆ本?詰務長事
さ~...申し跡的防繍

i時間臨穫麟姥;嗣
旬以1僚警警護翠では、保ffiガ<l:l綴以

ど-CがIv-Cパ長う罪塁 E子どもたおの

窓也E悪毛ましてくれるおの登録を{き

いきます。

惨殺害量 保定自《干噂露連絡重苦i之露重る〉

惨事産問人員登録毛筆しといだだい

だ是正かから若干名探滋をヨ君主意

惨事車問翼語鱒 7Fl1Jd必要整1;::Jii!j[;

と英語障調毛主総書ちます。

..ま軍事事 録総選苦言まで

惨事奪還 1ヨ42∞円
..童事務E欄 'F詩羽お倒防から午

後ヰ草寺泊分訟で

少申し込み ま霊絞殺多量五謹写る1:5は

ま華鏡申込書〈犯意義後援護運事応用意〉、

綴総務(i1i猿のものi之校淡路日j)，

際紛重要格E翠湾設鈎警のき翠L.，老若添え

と隠襲撃繁華重量軍e建出してくだささいc
'襲警い翁わせ 児童家庭器製

型4闘史勝文学議事
惨日跨 51'ヨ168、体高09跨泊分

から圧午まで〈選母ヨミ0)1隊基23臼但)

1こ延)IIj)

惨重軽会話陸連軒 高主主語線千日後飯島司

砂将軍事 気署員学の権威、問阪総長j

媛、 義務ffiE詩型車、 組問費需匁言語草善後、

子右往気象潟儀所駐どを質学をする1設

か科摂ill機管1草署長薯iまと主主ぎを景写。

砂解説 的¥!'議導型軽費雲重量主義組閣主主雄

氏i主力

...霊童絡先 4話JI宮62…287日、三ぢ宮

831077、4守本ft62-0574

炉著書童話鍵 T印0fIl。 主護軍ヰl認さ話。喜己

子n .....~主議予の文{とをする重量…

|大櫛鱗録会春季翻議i
r大将線長義務言語会」会員{こよる

量豊島史的{辛おそを草案芝択します。

..88菩 5Fl8Eヨくごt)から128

(主主〉午言ijm寺から午後6O者さまで
くどだし8Bは守紛れ草寺葬懇話事〉

砂暴露間時 市民会宣言築3会毒薬警護〈入

議終料)

炉筒い苦言わ校 渡辺宮82-3323

少共量華 大戦j謀議議綴協会、教事警護芸

員会

}
 
F
O
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e
-
z
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l~抑制も藤野務まつりi
あぴ之さ子ども総選議i革、創造性量豊

かな子どち、警護警告するIl'，¥，やさし

いjおを持つ主主ミ子ども書記事請でたいと

憲議う五時緩や青年選のを手!とよって作

そうれだ舎です。子どもさま〉切喜子

ども、ま語、禽年みんなの務j幾マ楽

しく滋J3¥tまつりです。おびLごみとf

も欝j織は張主総理子jて?です刀、会重差以外

の万もぜひご来尊重くださ芸品、

砂臼害事 5Fl98 (Eヨ〉午前協感

かをう 怒ラミの華寺i誌の悶168e主主事愚

惨事喜男耳 翌華北13<P9C公園題

議入会事皇内 4議以上のお絞らミ子
ごもからおとなまで訟でも入会で

重ききます。重量簡は月重量 400F号、入会

重量制問。僚会!芸会資だけで絞ら

れき表立fc

砂筒しを浅草)t主 おひと子ども直話題議

事主主演宮容器}鈴7日1(1'ヲ~主主、午富iJ10
鍔1Jら午後3精霊長で〉

i埜(雪立雪竺金金j
・:iE例会 5Fl7Bくま設〉や詰む10
B吾、主強化をきi1i滋センタ

・点宅巨費龍幾重量 5月28臼 〈金〉
喜~1談需主義室主念宣宮

e量重量毒勉強会 51'ヨ268(zlO 'F 
章者1C終筋工会総

・懇書畢荘諺位詰霊童書 51'当然をヨCk)
・重量罪事霞奉仕活聖書 5Fl21モヨ〈金〉
惨燦総 社会建設主義議会時母4-153日

開謹 ~I 塑
〈嫌}十絞豊富様tJら福祉のためは

と27ヨ202C将司)!寄付がありまし段。

[搬絡事樹椛蹴強i
一…農織見学ゆあ麹らせ……

州合 51'ヨ98C[ヨ〉等制櫛
濁1む盛岡1じ仁3く弁お持参〉

険図官官 会議議m量べている野菜毛筆
作ってくれている回素の増田さん

の星雲議理主主主学し、がと親しむ

i罷鶴子雑職閣鰯震i
二子事襲警護における務総57王手渡慾費量

:仁専務ゴゴ総裁を双のとおりfすいき安90
'鰻験飯事展望星緑豊臣重幸 治時128ω

から14Eヨ〈主義〉をまで

..重量俗語護持号 千:重量鹿市場町1 守

察議会号表3提薬草寵守会議室

惨霊式事実感隠および繍所

淡雪皇室襲警較的およυ安験願書蓄の級紙
i手形言語3こ審議!とおります。

;怠欝物語R数寄蕊接i
炉型車類 乙喜重け ~6翁〕

砂臼E寺 7Fl48 (Eヨ〉午母音9時

.惨事島南青 i1i1 1 1i1i 

シ車義務費量悠 5月10臼〈ドヲ〉尤
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